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ヒト細胞の放射線応答機構の
解明と、その創薬応用
KEYWORDS　電離放射線、DNA修復、創薬

ヒト細胞のゲノム安定性の維持にDNA損傷の修復は必須です。一方、がん細胞においてDNA修復機構
を阻害することで効率的ながん細胞の除去が可能となります。従って、DNA修復機構の研究は、基礎
科学と医療応用の両面において重要です。我々は特に、がん治療に用いられる電離放射線によって
生じるDNA二本鎖切断に対する細胞応答を研究しています。

■ ヒト細胞を用いたデータの解釈や、実験系のセットアップについて情報提供ができます。
■ 様々な物質のヒト細胞に対する好ましい効果や、毒性についての解析を支援します。

研究テーマの特徴、アピールポイント

ヒトゲノムは常に多様なDNA 損傷原に
曝露されており、その結果として生じる
多様なDNA損傷は突然変異の誘発など
を介して、細胞死などを引き起こします。
そのような有害な事象を予防するために、
細胞はDNA修復機構によってDNA損傷
の修復を行なっています。
一方で、外来的にDNA損傷を発生させる
ことは、抗がん剤や電離放射線によるがん
治療の分子基盤となっています。このこと
から、私たちは電離放射線などによって
生じる最も重篤な DNA 損傷の一つで
あるDNA二本鎖切断（DSBと呼ばれます）
の修復機構の解明を行なっています。
これまでに、DSB 修復に関わる新規
タ ン パク 質 の 発見（Sci. Rep., 2018, 
Oncogenesis, 2020, Gene, 2022）や、
その制御機構に関わる発見（Mol. Cell, 
2015等）を報告してきました。近年では、
これらの新規タンパク質や分子機構に
基づく抗がん剤の創出に取り組んでいます。
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